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竹内 しんぜん Shinzen Takeuchi
造形作家／SHINZEN造形研究所代表。生物・怪獣・アニメキャラク

ターなどのガレージキット・TOY・フィギュア原型制作、映画・TV・

イベント・出版物への模型の貸出や販売など活動中。

――――――――――――――――――

税込
1,500円
詳しくは裏面へ！▶

約1/4スケール

ササヤマグノームス　
復元フィギュア復元フィギュア復元フィギュア

アジアから北アメリカへ

　　　　　　白亜紀の大移動を物語る恐竜

アジアから北アメリカへ

　　　　　　白亜紀の大移動を物語る恐竜

ササヤマグノームスを新種として発表した命名者が、その姿まで監修し、太古の姿を再現！
 兵庫県立人と自然の博物館 田中公教主任研究員　　　
造形作家
竹内しんぜん氏　監修 制作

田中 公教　Tomonori Tanaka
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兵庫県立大学　自然・環境科学研究所　地球科学研究部門　准教授

兵庫県立人と自然の博物館　主任研究員

　　　　　ササヤマグノームスは日本産の角竜類で、北米でみつかって

いるトリケラトプスの遠い親戚にあたります。大きなフリルやツノをも

たず、学名には「篠山の地下に隠された財宝を守る小人」という意味

が込められています。竹内さんと協力し、フィギュアの細部までこだわ

って作りました。ぜひ、フィギュアを手に取り、じっくりと観察し

てみてください。

【ひとこと】

【ひとこと】　　　　　発見されている頭骨は約14cm。恐竜の中では小柄で、一

見やや地味にも思えますが、「もし生きているササヤマグノームスが

目の前に現れたら…」とイメージしやすいサイズ感ともいえます。姿

かたち、仕草や表情。このフィギュアを通して、生きた彼らの姿を想

像してもらえると嬉しいです。

――――――――――――――――――

トリケラトプスに代表される角竜類　



恐竜たちの大移動

約1億1000万年前（前期白亜紀）に丹波篠山市で生息していた、

小型の原始的な角竜類です。

2007年10月に兵庫県丹波篠山市宮田で地元の地質愛好家が最初に発見。

その後の調査で追加の骨が見つかり、合計17点の化石が発見されています。

2024年9月に新属新種として「ササヤマグノームス・サエグサイ」の学名が付与されました。

ササヤマグノームスの発見は、アジアで誕生した角竜類が

約1憶1000万年前に北アメリカへ渡った可能性を示す重要な証拠として注目されています。

フィギュアの仕様

お問い合わせ

価格 1,500円（税込）

全長 約21㎝

素材 PVC（ポリ塩化ビニル）

対象年齢 6歳以上

発売日 2026年11月14日

発売記念イベントを開催！

販売箇所（一例）

●県立人と自然の博物館ミュージアムショップ
【住所】兵庫県三田市弥生が丘6丁目

【営業時間】平日（火曜日～金曜日）12:00～16:00

　　　　　　土日祝　12:00～16:00

　　　　　　※博物館が月曜日に会館の場合、準じて閉店

●丹波市立たんば恐竜博物館ミュージアムショップ
【住所】兵庫県丹波市山南町谷川1110番地

　　　　（やまなみホール内）

【営業時間】火曜日～日曜日　10:00～17:00

　　　　　　※月曜日祝日の場合は翌日

　　　　　　　（たんば恐竜博物館休館日に準ずる）

●県立丹波並木道中央公園
【住所】兵庫県丹波篠山市西古佐90番地　

　　　　（公園管理事務所）

【営業時間】9:00～17:00

＼フィギュアをもっと楽しもう！巡回企画展／

ササヤマグノームスの産出化石

レプリカや頭部から胸部までを

再現した実寸大復元模型、フ

ィギュアの見どころや制作の様

子を紹介するパネルなどを展示

します。本展示は、県立人と

自然の博物館を皮切りに、丹

波篠山市および丹波市の恐竜

関連施設を巡回展示として実施

します。(今後１年間をかけて

丹波県民局管内を巡回)

【展示スケジュール】

令和８年11月3日（火・祝）～

令和９年１月11日（月・祝）

・県立人と自然の博物館

　　　４階オープン・ラボ

・丹波篠山市役所１階ロビー

令和８年11月17日（火）～

令和８年11月19日（木）

・丹波篠山市立太古の生きもの館

令和８年11月21日（土）～

令和９年１月31日（日）

発売記念ワークショップ

～原型師・竹内しんぜん先生と

　　　　しっぽの毛を再現しよう～

フィギュアの原型制作者である原型師の

竹内しんぜん氏を講師にお招きし、発売

中のササヤマグノームフィギュアのしっぽ

に、フィギュアでは再現しきれなかった

「しっぽの毛」を再現します。

【日時】令和８年11月15日（日）

【場所】山南住民センター２階

　　　　（兵庫県丹波市山南町谷川1110）

【時間】1回目：10:30～12:00（要予約）

　　　　2回目：13:30～15:00（要予約）

【対象】小学生以上

【料金】1,500円(フィギュア代)＋材料費

※　詳細はたんば恐竜博物館の

　HPからご確認ください。

とは？　ササヤマグノームス　ササヤマグノームス　

発見地

ベーリング陸橋の形成と地球の温暖化により、

動物たちが大陸を行き来できるようになりました。

ササヤマグノームスは、角竜類のアジアから北アメリカへの

生息域拡大の歴史を解き明かす重要な発見です。

発掘調査の様子（丹波篠山市宮田）

丹波地域恐竜化石フィールドミュージアム推進協議会（兵庫県丹波県民局内）TEL：0795-73-3611（平日9時～17時）

命名・監修者が語る

ササヤマグノームスフィギュアの魅力

【日時】令和８年11月14日（土）

【場所】県立人と自然の博物館

　　　　　　　4階オープン・ラボ

【時間】1回目：11:00～11:30

　　　　2回目：14:00～14:30

　　　　※各回予約不要

フィギュアの監修者である、県立人と

自然の博物館 田中主任研究員による、

完成記念ミニトークイベントを実施し

ます。
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